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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂、エラストマー、ゴム、またはこれらの組み合わせであるマトリックス成分と、熱
膨張性黒鉛及び無機充填材を含む耐火性樹脂組成物において、
　前記マトリックス成分として、ポリオレフィン樹脂及びオレフィン系エラストマーから
なる群から選択される一種以上を含み、
　亜鉛化合物を、金属量として、熱膨張性黒鉛１００重量部に対して０．５～１０重量部
、及び／または、マンガン化合物を、金属量として、熱膨張性黒鉛１００重量部に対して
０重量部超、０．５重量部以下含むことを特徴とする耐火性樹脂組成物。
【請求項２】
　前記無機充填材としてポリリン酸塩を含むことを特徴とする請求項１に記載の耐火性樹
脂組成物。
【請求項３】
　亜リン酸塩をさらに含むことを特徴とする請求項１または２に記載の耐火性樹脂組成物
。
【請求項４】
　可塑剤をさらに含むことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の耐火性樹脂
組成物。
【請求項５】
　前記ポリオレフィン樹脂が、エチレン－酢酸ビニル共重合体、ポリプロピレン樹脂及び
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ポリエチレン樹脂からなる群から選択される一種以上であることを特徴とする請求項１～
４のいずれか１項に記載の耐火性樹脂組成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の耐火性樹脂組成物よりなる耐火性樹脂成形体。
【請求項７】
　請求項６に記載の耐火性樹脂成形体を備えた建具。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐火性樹脂組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　建築分野において使用する耐火性能を付与した樹脂材料として、熱膨張性黒鉛を含有す
る樹脂材料が提案されている（特許文献１～４）。
【０００３】
　しかし、熱膨張性黒鉛を用いた耐火剤材料は、火災時に温度上昇が早い表面部位から膨
張を開始し表面に断熱層を形成する為、内部に十分に熱が伝わらずその結果内部は十分に
膨張しないとの問題があった。そのため、全体的に見た時、熱膨張性黒鉛量に対して膨張
効率が悪く、経済性に劣るものであった。
【０００４】
　熱膨張性黒鉛を用いた耐火材において、膨張効率の向上、特に内部での膨張効率の向上
を達成する手段が求められている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平９－２２７７１６
【特許文献２】特開平９－２２７７４７
【特許文献３】特開平１０－９５８８７
【特許文献４】特開２０００－１４３９４１
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、膨張効率に優れる耐火性樹脂組成物を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記の目的を達成すべく鋭意検討を行ったところ、耐火性樹脂組成物が
所定量の亜鉛化合物及び／またはマンガン化合物を含有するものとすることで、上記の課
題を解決できることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００８】
　本発明は、以下の態様を包含する。
【０００９】
　項１．樹脂、エラストマー、ゴム、またはこれらの組み合わせであるマトリックス成分
と、熱膨張性黒鉛及び無機充填材を含む耐火性樹脂組成物において、
　亜鉛化合物を、金属量として、熱膨張性黒鉛１００重量部に対して０．５～１０重量部
、及び／または、マンガン化合物を、金属量として、熱膨張性黒鉛１００重量部に対して
０重量部超、０．５重量部以下含むことを特徴とする耐火性樹脂組成物。
【００１０】
　項２．前記無機充填材としてポリリン酸塩を含むことを特徴とする項１に記載の耐火性
樹脂組成物。
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【００１１】
　項３．亜リン酸塩をさらに含むことを特徴とする項１または２に記載の耐火性樹脂組成
物。
【００１２】
　項４．可塑剤をさらに含むことを特徴とする項１～３のいずれか１項に記載の耐火性樹
脂組成物。
【００１３】
　項５．可塑剤がリン酸系可塑剤であることを含むことを特徴とする請求項４に記載の耐
火性樹脂組成物
【００１４】
　項６．マトリックス成分が塩化ビニル系樹脂であることを特徴とする項１～５のいずれ
か１項に記載の耐火性樹脂組成物。
【００１５】
　項７．項１～６のいずれか１項に記載の耐火性樹脂組成物よりなる耐火性樹脂成形体。
【００１６】
　項８．項７に記載の耐火性樹脂成形体を備えた建具。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、膨張効率に優れる耐火性樹脂組成物を提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の耐火性樹脂組成物からなる耐火性樹脂成形体をサッシ枠に設けた耐火窓
を示す略正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００２０】
　マトリックス成分は、樹脂、エラストマー、およびゴムのいずれであってもよい。樹脂
としては、熱可塑性樹脂および熱硬化性樹脂が含まれる。
【００２１】
　熱可塑性樹脂の例としては、例えば、ポリプロピレン樹脂、ポリエチレン樹脂、ポリ（
１－）ブテン樹脂、ポリペンテン樹脂、エチレン－プロピレン共重合体、エチレン－ブテ
ン共重合体樹脂、エチレン－４－メチル－１－ペンテン共重合体樹脂、エチレン－酢酸ビ
ニル共重合体樹脂（ＥＶＡ）、エチレン－アクリル酸共重合体等のポリオレフィン樹脂、
ポリスチレン樹脂、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ）樹脂、ポリカー
ボネート樹脂、ポリフェニレンエーテル樹脂、（メタ）アクリル系樹脂、ポリアミド樹脂
、ポリ塩化ビニル樹脂（塩素化塩化ビニル樹脂を含む）、ノボラック樹脂、ポリウレタン
樹脂、ポリイソブチレン等の合成樹脂が挙げられる。なかでも、ポリオレフィン系樹脂ま
たはポリ塩化ビニル樹脂が好ましい。
【００２２】
　上記熱可塑性樹脂はいずれも、樹脂組成物としての耐火性能を阻害しない範囲で、架橋
、変性して用いてもよい。樹脂の架橋方法についても、特に限定はなく、熱可塑性樹脂の
通常の架橋方法、例えば、各種架橋剤、過酸化物を使用する架橋、電子線照射による架橋
等が挙げられる。
【００２３】
　熱硬化性樹脂の例としてはエポキシ樹脂、フェノール樹脂、メラミン樹脂、尿素樹脂、
不飽和ポリエステル樹脂、アルキド樹脂、ポリウレタン、熱硬化性ポリイミド等が挙げら
れる。なかでも、エポキシ樹脂が好ましい。
【００２４】
　本発明で用いられるエポキシ樹脂は、特に限定されないが、基本的にはエポキシ基をも
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つモノマーと硬化剤とを反応させることにより得られる。上記エポキシ基をもつモノマー
としては、例えば、２官能のグリシジルエーテル型、グリシジルエステル型、多官能のグ
リシジルエーテル型等のモノマーが例示される。
【００２５】
　これらのエポキシ基をもつモノマーは、単独で用いられてもよく、２種以上が併用され
てもよい。
【００２６】
　上記硬化剤としては、重付加型または触媒型のものが用いられる。重付加型の硬化剤と
しては、例えば、ポリアミン、酸無水物、ポリフェノール、ポリメルカプタン等が例示さ
れる。また、上記触媒型の硬化剤としては、例えば、３級アミン、イミダゾール類、ルイ
ス酸錯体等が例示される。エポキシ樹脂の硬化方法は、特に限定されず、公知の方法によ
って行うことができる。
【００２７】
　エラストマーの例としてはオレフィン系エラストマー（ＴＰＯ）、スチレン系エラスト
マー、エステル系エラストマー、アミド系エラストマー、塩化ビニル系エラストマー、こ
れらの組み合わせ等が挙げられる。
【００２８】
　ゴム物質としては、天然ゴム、イソプレンゴム、ブタジエンゴム、１，２－ポリブタジ
エンゴム、スチレン－ブタジエンゴム、クロロプレンゴム、ニトリルゴム、ブチルゴム、
塩素化ブチルゴム、エチレン－プロピレンゴム、エチレン－プロピレ－ジエンゴム（ＥＰ
ＤＭ）、クロロスルホン化ポリエチレン、アクリルゴム、エピクロルヒドリンゴム、多加
硫ゴム、非加硫ゴム、シリコンゴム、フッ素ゴム、ウレタンゴム等のゴム物質等が挙げら
れる。なかでも、ブチルゴムが好ましい。
【００２９】
　これらの合成樹脂（樹脂、エラストマー）及び／又はゴム物質は、一種もしくは二種以
上を使用することができる。
【００３０】
　これらの合成樹脂及び／又はゴム物質の中でも、多くの可塑剤を含むことができ、混練
の効率が優れる観点から、ポリ塩化ビニル系樹脂が好ましい。また、加工性及び経済性に
優れるとの観点から、エチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂（ＥＶＡ）などのポリオレフィ
ン樹脂も好ましい。
【００３１】
　熱膨張性黒鉛は加熱時に膨張する従来公知の物質であり、天然鱗状グラファイト、熱分
解グラファイト、キッシュグラファイト等の粉末を、濃硫酸、硝酸、セレン酸等の無機酸
と、濃硝酸、過塩素酸、過塩素酸塩、重クロム酸塩、重クロム酸塩、過酸化水素等の強酸
化剤とで処理してグラファイト層間化合物を生成させたものであり、炭素の層状構造を維
持したままの結晶化合物の一種である。
【００３２】
　上記のように酸処理して得られた熱膨張性黒鉛は、更にアンモニア、脂肪族低級アミン
、アルカリ金属化合物、アルカリ土類金属化合物等でさらに中和してもよい。熱膨張性黒
鉛の市販品としては、例えば、日本化成社製「ＣＡ－６０Ｓ」、東ソー社製「ＧＲＥＰ－
ＥＧ」、ＧＲＡＦＴＥＣＨ社製「ＧＲＡＦＧＵＡＲＤ」等が挙げられる。
【００３３】
　熱膨張性黒鉛の粒度（粒径）が大きい程、膨張性能が大きくなり、耐火性が好ましくな
る。ただし、粒度が大きくなるほどマトリックスに分散し難く、混練する時間が必要にな
る。膨張倍率の観点から、熱膨張性黒鉛の粒度は１００μｍ以上が好ましく、さらに、好
ましくは４００μｍ以上が好ましい。熱膨張性黒鉛の平均粒子径の上限は特に限定されな
いが、１５００μｍ以下が好ましく、１０００μｍ以下がより好ましい。粒度は市販の熱
膨張性黒鉛を所定のふるいにより、分級したものを用いることで制御できる。
【００３４】



(5) JP 6386600 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

　熱膨張性黒鉛の含有量は特に限定されないが、マトリックス成分１００重量部に対して
１０～５００重量部であることが好ましく、マトリックス成分１００重量部に対して５０
～３００重量部であることがより好ましい。含有量が１０重量部以上であると、体積膨張
率が大きくサッシ等の構造体が焼失した部分を十分埋めきる防火性能が発揮され、５００
重量部以下であると機械的強度が維持される。
【００３５】
　無機充填剤は、膨張断熱層が形成される際、熱容量を増大させ伝熱を抑制するとともに
、骨材的に働いて膨張断熱層の強度を向上させる。無機充填剤としては特に限定されず、
例えば、アルミナ、酸化チタン、酸化カルシウム、酸化マグネシウム、酸化鉄、酸化錫、
酸化アンチモン、フェライト類等の金属酸化物；水酸化カルシウム、水酸化マグネシウム
、水酸化アルミニウム、ハイドロタルサイト等の含水無機物；塩基性炭酸マグネシウム、
炭酸カルシウム、炭酸マグネシウム、炭酸ストロンチウム、炭酸バリウム等の金属炭酸塩
等が挙げられる。
【００３６】
　また、無機充填剤としては、これらの他に、硫酸カルシウム、石膏繊維、ケイ酸カルシ
ウム等のカルシウム塩；シリカ、珪藻土、ドーソナイト、硫酸バリウム、タルク、クレー
、マイカ、モンモリロナイト、ベントナイト、活性白土、セピオライト、イモゴライト、
セリサイト、ガラス繊維、ガラスビーズ、シリカ系バルン、窒化アルミニウム、窒化ホウ
素、窒化ケイ素、カーボンブラック、グラファイト、炭素繊維、炭素バルン、木炭粉末、
各種金属粉、チタン酸カリウム、硫酸マグネシウム「ＭＯＳ」（商品名）、チタン酸ジル
コン酸鉛、アルミニウムボレート、硫化モリブデン、炭化ケイ素、ステンレス繊維、ホウ
酸亜鉛、各種磁性粉、スラグ繊維、フライアッシュ、脱水汚泥等が挙げられる。これらの
無機充填剤は単独で用いても、２種以上を併用してもよい。
【００３７】
　一つの実施形態では、無機充填剤は金属酸化物、含水無機物、金属炭酸塩、シリカ、お
よびこれらの組み合わせから選択される。含水無機物は、アルカリ土類金属水酸化物を含
む。
【００３８】
　無機充填材として、リン化合物などの難燃性を有する化合物（難燃剤）を添加してもよ
い。リン化合物の添加により、膨張断熱層の強度を増加させ防火性能を向上する。リン化
合物としては、特に限定されず、例えば、赤リン；トリフェニルホスフェート、トリクレ
ジルホスフェート（ＴＣＰ）、トリキシレニルホスフェート、クレジルジフェニルホスフ
ェート、キシレニルジフェニルホスフェート等の各種リン酸エステル；リン酸ナトリウム
、リン酸カリウム、リン酸マグネシウム等のリン酸金属塩；下記化学式（１）で表される
化合物等が挙げられる。
【００３９】
【化１】

【００４０】
　化学式（１）中、Ｒ1およびＲ3、水素、炭素数１～１６の直鎖状あるいは分岐状のアル
キル基、または、炭素数６～１６のアリール基を表す。Ｒ2は、水酸基、炭素数１～１６
の直鎖状あるいは分岐状のアルキル基、炭素数１～１６の直鎖状あるいは分岐状のアルコ
キシル基、炭素数６～１６のアリール基、または、炭素数６～１６のアリールオキシ基を
表す。
【００４１】
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　赤リンとしては、市販の赤リンを用いることができるが、耐湿性、混練時に自然発火し
ない等の安全性の点から、赤リン粒子の表面を樹脂でコーティングしたもの等が好適に用
いられる。
【００４２】
　化学式（１）で表される化合物としては特に限定されず、例えば、メチルホスホン酸、
メチルホスホン酸ジメチル、メチルホスホン酸ジエチル、エチルホスホン酸、プロピルホ
スホン酸、ブチルホスホン酸、２－メチルプロピルホスホン酸、ｔ－ブチルホスホン酸、
２，３－ジメチル－ブチルホスホン酸、オクチルホスホン酸、フェニルホスホン酸、ジオ
クチルフェニルホスホネート、ジメチルホスフィン酸、メチルエチルホスフィン酸、メチ
ルプロピルホスフィン酸、ジエチルホスフィン酸、ジオクチルホスフィン酸、フェニルホ
スフィン酸、ジエチルフェニルホスフィン酸、ジフェニルホスフィン酸、ビス（４－メト
キシフェニル）ホスフィン酸等が挙げられる。中でも、ｔ－ブチルホスホン酸は、高価で
はあるが、高難燃性の点において好ましい。前記のリン化合物は、単独で用いても、２種
以上を併用してもよい。
【００４３】
　または、低級リン酸である、第一リン酸、第二リン酸、第三リン酸、メタリン酸、亜リ
ン酸、次亜リン酸の塩等であってもよい。本明細書において、塩はナトリウム塩、カリウ
ム塩などのアルカリ金属塩；マグネシウム塩、カルシウム塩などのアルカリ土類金属塩、
アルミニウム塩などのその他の金属塩；アンモニウム塩などを包含する。
【００４４】
　無機充填剤の粒径としては、０．５～２００μｍが好ましく、より好ましくは１～１０
μｍである。無機充填剤は、添加量が少ないときは、分散性が性能を大きく左右するため
、粒径の小さいものが好ましいが、０．５μｍ以上であると、分散性が良好である。添加
量が多いときは、高充填が進むにつれて、樹脂組成物の粘度が高くなり成形性が低下する
が、粒径を大きくすることで樹脂組成物の粘度を低下させることができる点から、粒径の
大きいものが好ましいが、１００μｍ以下の粒径が成形体の表面性、樹脂組成物の力学的
物性の点で望ましい。
【００４５】
　また、所望の粒径にするために、凝集した無機充填剤を壊細、溶剤等により分散した後
に投入、ふるい等で制御することも可能である。
【００４６】
　無機充填剤としては、例えば、水酸化アルミニウムでは、粒径１８μｍの「ハイジライ
トＨ－３１」（昭和電工社製）、粒径２５μｍの「Ｂ３２５」（ＡＬＣＯＡ社製）、炭酸
カルシウムでは、粒径１．８μｍの「ホワイトンＳＢ赤」（備北粉化工業社製）、粒径８
μｍの「ＢＦ３００」（備北粉化工業社製）等が挙げられる。
【００４７】
　無機充填剤の含有量は特に限定されないが、マトリックス成分１００重量部に対して３
０～５００重量部であることが好ましい。含有量が３０重量部以上であると、十分な防火
性能が得られ、５００重量部以下であると機械的強度が維持される。無機充填剤の含有量
は、より好ましくは４０～３５０重量部である。
【００４８】
　無機充填剤としてリン化合物を含有する場合、リン化合物の含有量は特に限定されない
が、マトリックス成分１００重量部に対して３０～３００重量部であることが好ましい。
配合量が３０重量部以上であると、膨張断熱層の強度を向上させる効果が十分であり、３
００重量部以下であると、機械的強度が維持される。リン化合物の含有量は、より好まし
くは４０～２５０重量部である。
【００４９】
　本発明の耐火性樹脂組成物の好ましい態様において、熱膨張性黒鉛の粒径と無機充填材
の粒径との粒径比は１～１０００である。好ましくは３～３００、より好ましくは５～５
０である。斯かる数値範囲とすることで、短時間で効率よく混練することができる。また



(7) JP 6386600 B2 2018.9.5

10

20

30

40

50

、当該範囲外の粒径比であると、マトリックスへの膨張黒鉛の分散が不十分となり、表面
汚れ等の問題が生じ得る。
【００５０】
　また、本発明の耐火性樹脂組成物の好ましい態様において、熱膨張性黒鉛と無機充填材
との合計の含有量が、３０重量％以上であり、好ましくは５０重量％以上である。熱膨張
性黒鉛と無機充填材との合計の含有量の上限は特に限定されないが、７５重量％以下であ
り、好ましくは６５重量％以下である。斯かる数値範囲とすることで、優れた耐火性を発
現することができる。
【００５１】
　また、本発明の耐火性樹脂組成物の好ましい態様において、熱膨張性黒鉛の含有量が、
１５重量％以上であり、好ましくは２０重量％以上、特に好ましくは２５重量％以上であ
る。熱膨張性黒鉛の含有量の上限は特に限定されないが、５０重量％以下であり、４０重
量％以下である。斯かる数値範囲とすることで、優れた耐火性を発現することができる。
【００５２】
　本発明の耐火性樹脂組成物は、亜鉛化合物を、金属量として、熱膨張性黒鉛１００重量
部に対して０．１～７．５重量部、または、マンガン化合物を、金属量として、熱膨張性
黒鉛１００重量部に対して０重量部超、０．５重量部以下含む。
【００５３】
　亜鉛化合物としては、亜鉛の塩、酸化物、水酸化物などが挙げられる。具体的には、酸
化亜鉛（亜鉛華）、ステアリン酸亜鉛、ホウ酸亜鉛、塩化亜鉛、硫化亜鉛、クロム酸亜鉛
、リン酸亜鉛、スズ酸亜鉛、などが例示されるが、これに限定されない。
【００５４】
　マンガン化合物としては、マンガンの塩、酸化物、水酸化物などが挙げられる。具体的
には、二酸化マンガン、塩化マンガン、硫酸マンガン、硝酸マンガン、過マンガン酸カリ
ウムなどが例示される。
【００５５】
　本発明の耐火性樹脂組成物を製造するときには、原料や反応試薬に含まれる亜鉛化合物
及び／またはマンガン化合物が意図せず混入する場合がある。特に定義がされていない場
合、本発明の耐火性樹脂組成物中の「亜鉛化合物」および「マンガン化合物」は、意図せ
ず混入したものも含めた、耐火性樹脂組成物中に含有される亜鉛化合物およびマンガン化
合物を指す。
【００５６】
　亜鉛化合物を、金属量として、熱膨張性黒鉛１００重量部に対して０．５～１０重量部
含有する。亜鉛化合物の含有量は、好ましくは熱膨張性黒鉛１００重量部に対して０．５
～５重量部、さらに好ましくは１．０～３．０重量部である。亜鉛化合物を、金属量とし
て、熱膨張性黒鉛１００重量部に対して０．１～７．５重量部含有するものとすることも
できる。
【００５７】
　マンガン化合物を、金属量として、熱膨張性黒鉛１００重量部に対して０重量部超、０
．５重量部以下含有する。マンガン化合物の含有量は、好ましくは熱膨張性黒鉛１００重
量部に対して０．３重量部以下である。マンガン化合物の含有量は、測定限界値以上であ
ればよい。マンガン化合物の含有量の含有量の下限値は０重量部超であり、好ましくは熱
膨張性黒鉛１００重量部に対して０．０１重量部以上、さらに好ましくは０．０５重量部
以上である。規定量以上に含まれると燃焼時の残さ形状保持力がわるくなる
【００５８】
　耐火性樹脂組成物の亜鉛化合物及び／又はマンガン化合物の金属量としての含有量は、
耐火性樹脂組成物よりなる耐火性樹脂成形体（例えば、シート）を、マイクロウェーブに
よる加熱式密閉酸分解を行ない、イオン化した後、高周波誘導結合プラズマ発光分光分析
法（ＩＣＰ発光分光分析法）により定量することができる。
【００５９】
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　耐火性樹脂組成物に含まれる熱膨張性黒鉛の含有量は、サンプルを有機溶剤・水等に溶
解し、膨張黒鉛を含む不溶成分を抽出した後、所定の温度で灰化を行い、その灰化物重量
差により、測定が可能である。
【００６０】
　耐火性樹脂組成物において、亜鉛化合物を、金属量として、熱膨張性黒鉛１００重量部
に対して０．１～７．５重量部、または、マンガン化合物を、金属量として、熱膨張性黒
鉛１００重量部に対して０重量部超、０．５重量部以下とすることで、膨張効率の向上、
特に内部での膨張効率の向上を達成することができる。規定量以上に含まれると燃焼時の
残さ形状保持力がわるくなる
【００６１】
　本発明の耐火性樹脂組成物は、ポリリン酸塩をさらに含有してもよい。
【００６２】
　ポリリン酸塩は、難燃剤として機能し、ポリリン酸アンモニウム、ポリリン酸メラミン
、ポリリン酸メラム等が含まれる。ポリリン酸アンモニウムの市販品としては、クラリア
ント社製「ＡＰ４２２」、「ＡＰ４６２」、住友化学工業社製「スミセーフＰ」、チッソ
社製「テラージュＣ６０」が挙げられる。
【００６３】
　好ましいポリリン酸アンモニウムは、表面被覆されたポリリン酸アンモニウム（被覆ポ
リリン酸アンモニウムとも称する）であり、被覆ポリリン酸アンモニウムのうち、メラミ
ンで表面被覆されたメラミン被覆ポリリン酸アンモニウムについては特開平9-286875に記
載されており、シランで表面被覆されたシラン被覆ポリリン酸アンモニウムについては特
開2000-63562に記載されている。メラミン被覆ポリリン酸アンモニウムは、（ａ）粉末状
ポリリン酸アンモニウム粒子表面にメラミンを付加および／または付着したメラミン被覆
ポリリン酸アンモニウム、（ｂ）前記メラミン被覆ポリリン酸アンモニウム粒子の被覆層
に存在するメラミン分子中のアミノ基が持つ活性水素と、該活性水素と反応しうる官能基
を有する化合物とによって該粒子表面が架橋された被覆ポリリン酸アンモニウム、および
／または（ｃ）粉末状ポリリン酸アンモニウムまたは前記メラミン被覆ポリリン酸アンモ
ニウム粒子表面を熱硬化性樹脂で被覆した被覆ポリリン酸アンモニウムである。メラミン
被覆ポリリン酸アンモニウム粒子の市販品としては、例えば、クラリアント社製「ＡＰ４
６２」、Ｂｕｄｅｎｈｅｉｍ　Ｉｂｅｒｉｃａ社製「ＦＲ　ＣＲＯＳ　４８４」、「ＦＲ
　ＣＲＯＳ　４８７」等が挙げられる。シラン被覆ポリリン酸アンモニウム粒子の市販品
としては、例えば、Ｂｕｄｅｎｈｅｉｍ　Ｉｂｅｒｉｃａ社製「ＦＲ　ＣＲＯＳ　４８６
」が挙げられる。
【００６４】
　被覆ポリリン酸アンモニウムの平均粒子径は好ましくは１５～３５μｍである。なお、
被覆ポリリン酸アンモニウムの平均粒子径はレーザー回折式粒度分布測定にて測定できる
。
【００６５】
　本発明の耐火性樹脂組成物は、可塑剤をさらに含有してもよい。可塑剤は、マトリック
ス成分、特に熱可塑性樹脂の溶融粘度を調整するために添加される。可塑剤は軟化剤と換
言することもできる。可塑剤としては、下記に例示する１種または２種以上の可塑剤を組
み合わせて使用し得る：
　ジ－２－エチルヘキシルフタレート（ＤＯＰ）、ジ－ｎ－オクチルフタレート、ジイソ
ノニルフタレート（ＤＩＮＰ）、ジイソデシルフタレート（ＤＩＤＰ）、ジウンデシルフ
タレート（ＤＵＰ）、または炭素原子数１０～１３程度の高級アルコールまたは混合アル
コールのフタル酸エステル等のフタル酸エステル系可塑剤；
　ジ－２－エチルヘキシルアジペート、ジ－ｎ－オクチルアジペート、ジ－ｎ－デシルア
ジペート、ジイソデシルアジペート、ジ－２－エチルヘキシルアゼレート、ジブチルセバ
ケート、ジ－２－エチルヘキシルセバケート等の脂肪族二塩基酸エステル系可塑剤；
　トリ－２－エチルヘキシルトリメリテート（ＴＯＴＭ）、トリ－ｎ－オクチルトリメリ
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テート、トリデシルトリメリテート、トリイソデシルトリメリテート、ジ－ｎ－オクチル
－ｎ－デシルトリメリレート等のトリメリット酸エステル系可塑剤；
　アジピン酸ジ－２－エチルヘキシル（ＤＯＡ）およびアジピン酸ジイソデシル（ＤＩＤ
Ａ）等のアジピン酸エステル系可塑剤；
　セバシン酸ジブチル（ＤＢＳ）およびセバシン酸ジ－２－エチルヘキシル（ＤＯＳ）等
のセバシン酸エステル系可塑剤；
　トリブチルホスフェート、トリオクチルホスフェート、オクチルジフェニルホスフェー
ト、トリブトキシエチルホスフェート、トリクロロエチルホスフェート、トリス（２－ク
ロロプロピル）ホスフェート、トリス（２，３－ジクロロプロピル）ホスフェート、トリ
ス（２，３－ジブロモプロピル）ホスフェート、トリス（ブロモクロロプロピル）ホスフ
ェート、ビス（２，３－ジブロモプロピル）－２，３－ジクロロプロピルホスフェート、
ビス（クロロプロピル）モノオクチルホスフェート等のリン酸エステル系可塑剤；
　２，３，３'，４'－ビフェニルテトラカルボン酸テトラヘプチルエステル等のビフェニ
ルテトラカルボン酸テトラアルキルエステル系可塑剤；
　ポリエステル系高分子可塑剤；
　エポキシ化大豆油、エポキシ化亜麻仁油、エポキシ化綿実油、液状エポキシ樹脂等のエ
ポキシ系可塑剤；
　塩素化パラフィン；
　五塩化ステアリン酸アルキルエステル等の塩素化脂肪酸エステル；および
　パラフィン系プロセスオイル、ナフテン系プロセスオイル、芳香族系プロセスオイルな
どのプロセスオイル等。
【００６６】
　耐火性樹脂組成物中の可塑剤の含有量は特に限定されないが、上記熱可塑性樹脂１００
重量部に対して、２５～１００重量部の範囲内であることが好ましい。
【００６７】
　また、本発明の耐火性樹脂組成物には、その物性を損なわない範囲で、熱安定剤、滑剤
、加工助剤、熱分解型発泡剤、酸化防止剤、帯電防止剤、顔料等が添加されてもよい。
【００６８】
　熱安定剤としては、例えば、三塩基性硫酸鉛、三塩基性亜硫酸鉛、二塩基性亜リン酸鉛
、ステアリン酸鉛、二塩基性ステアリン酸鉛等の鉛熱安定剤；有機錫メルカプト、有機錫
マレート、有機錫ラウレート、ジブチル錫マレート等の有機錫熱安定剤；ステアリン酸亜
鉛、ステアリン酸カルシウム等の金属石鹸熱安定剤等が挙げられ、これらは単独で用いら
れもよいし、二種以上が併用されてもよい。
【００６９】
　滑剤としては、例えば、ポリエチレン、パラフィン、モンタン酸等のワックス類；各種
エステルワックス類；ステアリン酸、リシノール酸等の有機酸類；ステアリルアルコール
等の有機アルコール類；ジメチルビスアミド等のアミド化合物等が挙げられ、これらは単
独で用いられもよいし、二種以上が併用されてもよい。
【００７０】
　加工助剤としては、例えば、塩素化ポリエチレン、メチルメタクリレート－エチルアク
リレート共重合体、高分子量のポリメチルメタクリレート等が挙げられる。
【００７１】
　熱分解型発泡剤としては、例えば、アゾジカルボンアミド（ＡＤＣＡ）、ジニトロソペ
ンタメチレンテトラミン（ＤＰＴ）、ｐ，ｐ－オキシビスベンゼンスルホニルヒドラジド
（ＯＢＳＨ）、アゾビスイソブチロニトリル（ＡＩＢＮ）等が挙げられる。
【００７２】
　本発明の耐火性樹脂組成物は、常法に従って、一軸押出機、二軸押出機等の押出機で溶
融押出することにより耐火性樹脂成形体を得ることができる。溶融温度は、マトリックス
成分によって異なり、特に限定されないが、例えばポリ塩化ビニル樹脂の場合１３０～１
７０℃である。
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　本発明の耐火性樹脂組成物または耐火性樹脂成形体は、窓、障子、扉（すなわちドア）
、戸、ふすま、および欄間等の建具；船舶；並びにエレベータ等の構造体に耐火性を付与
するために使用され得る。本発明の耐火性樹脂組成物は成形性が優れているので、構造体
の複雑な形状に適合させた異型成形体を容易に得ることができる。図１は、建具としての
窓１のサッシ枠に本発明の耐火性樹脂成形体４を付与した例である。この例では、サッシ
枠は２つの内枠２と、内枠２を包囲する１つの外枠３とを有し、内枠２および外枠３の枠
本体の各辺に沿って、内枠２および外枠３の内部に耐火性樹脂成形体３が取り付けられて
いる。このようにして、本発明の耐火性樹脂成形体３を設けることにより、窓１に耐火性
を付与することができる。
【００７４】
　また、本発明の耐火性樹脂組成物は、内部での膨張性に優れるため、積層体からなる耐
火材の中間層として使用することができる。具体的には、表面の不燃材層と裏面の不燃材
層との間に本発明の耐火性樹脂組成物を積層してなる耐火材（例えば、特許5797990号）
が挙げられる。
【００７５】
　以下に実施例を挙げて本発明をより具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されな
い。
【実施例】
【００７６】
　１．耐火シートの作成
　［実施例１］
　表１に示した配合量で、合成樹脂としてポリ塩化ビニル１００重量部、可塑剤としてジ
イソデシルフタレート（ＤＩＤＰ）１００重量部、熱膨張性黒鉛（東ソー社製「ＧＲＥＰ
－ＥＧ」）１００重量部、無機充填剤として炭酸カルシウム１００重量部及び二酸化マン
ガン０．１重量部を１３０℃下、ニーダーにて混合した後、その混合物をカレンダーロー
ルにてシート化に成型し、幅１５０ｍｍ、厚さ１．５ｍｍ、長さ５０ｃｍの耐火性樹脂成
形体としての耐火シートを得た。
　［実施例２～２０、比較例１］
　実施例２～２０および比較例１についても、表１～３に示した配合量で成分を混合およ
び押出成形し、耐火シートを得た。
【００７７】
　２．耐火シートの膨張倍率の測定
　得られた耐火シートから作製した試験片（長さ１００ｍｍ、幅１００ｍｍ、厚さ１．５
ｍｍ）を電気炉に供給し、６００℃で３０分間加熱した後、試験片の厚さを測定し、（加
熱後の試験片の厚さ）／（加熱前の試験片の厚さ）を膨張倍率として算出した。
【００７８】
　実施例１～２０の耐火シートは、膨張性に優れている。
【００７９】
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【表１】
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【００８０】
【表２】
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【００８１】
【表３】
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